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建
設
事
業
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

か
ら
、
現
代
の
視
点
に
合
わ
せ
た

ソ
フ
ト
を
加
え
る
共
創
型
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
一
般
社
団
法
人
国

際
文
化
都
市
整
備
機
構

（
F
I
A
C
S
・
鳩
山
友
紀
夫
会

長
）
が
8
月
5
日
、
友
愛
山
荘
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
講
演
会
を
開
催

し
た
。
同
機
構
は
広
域
東
京
圏
の

観
点
か
ら
軽
井
沢
や
甲
府
な
ど
複

数
拠
点
を
連
携
さ
せ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
同
機
構
理

事
長
で
元
参
議
院
議
員
の
水

野
誠
一
さ
ん
は
「
軽
井
沢
の

文
化
の
奥
深
さ
と
力
を
感
じ

る
の
は
、
大
事
な
場
所
を
守

ろ
う
と
す
る
憲
章
（
要
綱
）

が
あ
る
か
ら
。
そ
れ
を
守
る

た
め
に
第
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
こ
の
日
は
「
軽
井
沢
の
未

来
と
夢
を
語
る
」
と
題
し
て

井
口
典
夫
さ
ん
（
青
山
学
院

大
学
教
授
）、泊
三
夫
さ
ん（
博

報
堂
顧
問
）、
岡
崎
哲
也
さ
ん

（
松
竹
常
務
取
締
役
）、
増
田
宗
昭

さ
ん
（
C
C
C
代
表
取
締
役
社
長
）

の
4
氏
が
意
見
を
述
べ
た
。

　
井
口
さ
ん
は
建
築
家
で
か
つ
て

軽
井
沢
マ
ス
タ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト

を
務
め
た
團
紀
彦
さ
ん
と
練
っ
た

「
新
軽
井
沢
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

私
案
」
を
発
表
。「
駅
北
口
か
ら

別
荘
エ
リ
ア
ま
で
楽
し
く
歩
け
る

町
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
軽
井
沢

駅
か
ら
「
ア
ー
ト
」「
緑
」「
旧
商
業
」

等
を
軸
と
し
、
10
項
目
の
政
策
・

方
針
を
掲
げ
た
。

軽
井
沢
の
未
来
へ
の
提
言

スイスの大自然の中で暮らし、
夏は思い出いっぱいの軽井沢へ

軽
井
沢
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
４
氏
が
語
る

西村伊作の第九子

西村 九和 さん

軽井沢友愛山荘で行われた講演会。中央は鳩山友紀夫さん。

　文化学院（東京都墨田区）を創立

した芸術家西村伊作（1884-1963

年）の 9 番目の子として生まれる。

毎日家にいる母と違い、父は「手の

届かない所にいる、ちょっとこわい

存在」。ただ、夏休みの軽井沢では

一緒に過ごす機会も多く、二人きり

で散歩してみつ豆やアイスクリーム

を食べに行ったことも。

　「道を歩いていると、すぐ父の知

り合いに会いましたね。桃太郎のよ

うにお供がついて、お店に入るとき

は人数が増えているのよ」

　文化学院女学部 1 年生（12 歳）

のとき、歌人の与謝野晶子の授業を

1 度だけ受けた。窓の外では、カー

キ色の教練服にゲートルを身に着け

た大学生が音を立てて歩いていた。

 「ザク、ザクと外から聞こえる足音も

よそに、先生は小さなやさしい声で平

家物語を朗読していました。映画の一

場面のように、今でも憶えています」

　戦中の 1943 年、自由な思想が

国の方針と合わないのを理由に、文

化学院が強制閉鎖。軽井沢の別荘へ

疎開すると、ボランティアで軽井沢

サナトリウムに勤めた。物資不足で

脱脂綿がなかったため、「一回使っ

たものをまた使うのよ。洗って消毒

し、乾いて固くなった綿をほぐすの

　
続
い
て
泊
さ
ん
は
脳
養
地
と
し

て
の
軽
井
沢
を
提
言
。「
ス
ト
レ

ス
社
会
の
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
脳

を
休
め
て
自
身
の
理
解
を
深
め
る

軽
井
沢
が
必
要
」
と
述
べ
た
。

　
3
人
目
の
岡
崎
さ
ん
は
「
エ
ン

タ
メ
産
業
」
と
い
う
視
点
で
軽
井

沢
を
考
察
。「
過
去
に
華
や
か
な

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
軽
井
沢
だ
が
、
今
は
滞

在
す
る
人
々
の
構
造
と
意
識
が
変

化
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
軽
井

沢
憲
章
に
基
づ
い
た
文
化
的
な
エ

ン
タ
メ
が
必
要
。
サ
ロ
ン
文
化
を

常
設
化
す
る
こ
と
も
い
い
」。

　
最
後
に
増
田
さ
ん
は
か
つ
て
旧

軽
井
沢
銀
座
の
中
心
に
あ
っ
た

「
軽
井
沢
ベ
ル
コ
モ
ン
ズ
」
の
立

ち
上
げ
当
時
の
話
か
ら
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
関
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
た
い
」
と
書
店
開
業
に
至
っ
た

経
緯
な
ど
を
話
し
「
軽
井
沢
の
森

の
中
に
本
屋
を
つ
く
り
た
い
」
と

展
望
を
語
っ
た
。

　
講
演
会
は
鳩
山
会
長
の
「
子
供

の
頃
、
軽
井
沢
の
森
を
弟
と
駆
け

回
っ
た
。
軽
井
沢
の
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
い
」
と
い

う
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
提
案
は
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
る
の
か
と
い
う
記
者
の

質
問
に
、
井
口
さ
ん
は
「
地
元
住

民
、
町
役
場
な
ど
か
ら
協
力
を
求

め
ら
れ
れ
ば
、
F
I
A
C
S
な
り

に
協
力
は
可
能
」
と
話
し
た
。 

　
講
演
会
後
、
大
型
書
店
経
営
に

携
わ
る
増
田
さ
ん
は
講
演
で
「
森

の
中
に
本
屋
を
」
と
発
言
し
た
こ

と
か
ら
取
材
陣
に
囲
ま
れ
、「
い

つ
、
ど
こ
に
で
き
る
の
か
」
と
い

っ
た
質
問
が
飛
ん
だ
。
増
田
さ
ん

は
「
ま
だ
言
え
る
状
態
で
は
な
い
」

と
そ
の
場
を
後
に
し
た
。

　
同
機
構
関
係
者
で
軽
井
沢
に
10

年
滞
在
し
て
い
る
女
優
の
木
内
み

ど
り
さ
ん
は
「
と
て
も
お
も
し
ろ

い
講
演
会
だ
っ
た
。
大
勢
の
人
が

訪
れ
る
が
、
軽
井
沢
に
と
っ
て
ど

ん
な
も
の
が
良
い
の
か
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

が役目の一つでした」

　ニューヨーク大学在学中に知り合

った、ベルギー人と結婚。外交官夫

人としてドイツ、アメリカ、ペルー

など各地を転々とした。　

 「どこの国でも、誰から何を言われ

ようとあまり気にとめず、自分のや

り方を通しました。『上の人にペコ

ペコしなくていい』という、父の教

えも生きたのかもしれません」

　1994 年に夫が死去。兄、姉も

既に亡くなっている。今年 90 歳に

なったが、これまで大きな病気は一

度もない。元気の秘訣を聞くと「楽

観的なのがよかったんじゃない。人

見知りしないし、思ったことは何で

もぱっぱっと言っちゃう」。

　秋から春は、アルプスの山々やレ

マン湖が見渡せる、スイス・ローザ

ンヌで一人暮らし。夏は家族らが集

まる軽井沢で過ごす。

 「絵葉書みたいな景色のところに一

人でいるより、やっぱり家族や友だ

ちが大勢いるところに来たい。軽井

沢は、思い出のつまった心のふるさ

とですから」

　今夏は 90 歳のお祝いで、世界中

に散らばっている子どもや孫、甥、

姪らが一堂に集合する。いつもより

賑やかな夏になりそうだ。

（毎月 10 日頃発行）

軽井沢ベルコモンズの創設当時を語る増田宗昭さん。

木内みどりさん

講
演
会
終
了
後
、
軽
井
沢
友
愛
山
荘
の
庭
で
は
Ｆ

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
と
地
元
町
議
会
議
員
ら
と

の
交
流
会
が
続
い
た
。


